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仲間を広げて民商の値打ちを光らせよう！！

大
和
民
商
第
64
回
定
期
総
会

７
月
24
日

日
曜
日
大
和
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
大
和
民
商
第
64
回
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
普
会
長
よ
り
、
7
月
に
行
わ
れ
た
参
議

院
選
挙
の
総
括
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
で
、
中
小
業
者
が
い
か
に
過
酷
な
経

営
環
境
を
強
い
ら
れ
て
き
た
か
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
今
年
に
入
っ
て
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
に
よ
る
世
界
情
勢
の
混
乱
や
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
異
次
元
の
金
融
緩
和
政
策
で
円
安
、
物
価

高
騰
を
招
い
て
お
り
、
中
小
業
者
の
経
営
環
境

は
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
い
ま
す
。

民
商
は
こ
の
1
年
、
「
消
費
税
5
％
へ
の
減

税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
実
施
中
止
」
の
声
を
自
治
体

や
政
府
に
届
け
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
給
付
金
、
協

力
金
な
ど
の
申
請
も
集
団
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
2
0
2
0
年
に
立
ち
上
げ
た
「
コ
ロ
ナ
対
策

特
別
委
員
会
」
は
、
依
然
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
な
い

状
況
が
続
き
、
現
在
ま
で
の
2
年
半
に
わ
た
り
活

動
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
の
協
力
金
申
請
で

は
婦
人
部
も
協
力
し
、
昨
年
の
7
月
以
降
、
約
60

人
が
7
回
分
を
申
請
し
、
受
給
額
は
4
億
2
6
3

0
万
円
、
昨
年
の
11
月
か
ら
対
象
に
な
っ
た
事
業

復
活
支
援
金
は
約
75
人
が
申
請
し
、
受
給
額
は
5

0
7
6
万
円
で
し
た
。
他
に
、
前
期
か
ら
の
継
続

で
月
次
支
援
金
、
雇
用
調
整
助
成
金
な
ど
の
申
請

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。

代
表
発
言
で
は
、
「
業
者
要
求
と
政
治
の
か
か

わ
り
」
と
題
し
て
綾
瀬
支
部
の
森
さ
ん
が
、
「
選

挙
前
の
テ
レ
ビ
放
送
で
も
自
民
党
は
消
費
税
を
社

会
保
障
に
回
し
て
い
る
と
い
う
事
を
自
信
満
々
に

言
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
消
費
税
が
導
入
さ
れ
て

以
来
、
社
会
保
障
が
改
悪
さ
れ
続
け
て
い
る
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
大
企
業
は
内
部
留
保
を
貯
め
ま
く
っ

て
い
る
。
赤
字
で
も
、
そ
し
て
生
活
必
需
品
の
買

い
物
に
も
か
か
る
消
費
税
、
更
に
は
中
小
業
者
に

さ
ら
な
る
税
負
担
を
強
い
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

来
年
10
月
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
絶
対
に

中
止
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
」
と
発
言
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
由
発
言
と
し
て
、
大
和
市
の
ま
た

来
て
ね
ク
ー
ポ
ン
の
活
用
例
や
、
物
価
高
騰
で
材

料
の
高
騰
、
農
業
従
事
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

導
入
で
ど
れ
だ
け
の
影
響
を
受
け
る
か
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
発
言
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
と
め
報
告
で
は
小
林
事
務
局
長
よ
り
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
よ
っ
て
、
中
小
業
者
の
取
引
中
止

や
課
税
業
者
に
転
向
、
値
引
き
強
要
な
ど
が
求
め

ら
れ
最
終
的
に
は
淘
汰
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

新
三
役
に
つ
い
て
は
、
会
長
、
鈴
木
普
会
長
、

副
会
長
、
加
藤
貞
一
副
会
長
、
今
井
裕
次
副
会
長

が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

原水爆禁止2022年世界大会
今年8月に広島と長崎で開かれる原水爆禁止2022年世界大会は、国連、諸国政

府と私たち市民社会が共同して、核兵器禁止の時代を切り開く歴史的大会です。

テーマは 被爆者とともに、核兵器のない平和で公正な世界を

人類と地球の未来のために

8/4（木）原水爆禁止2022年世界大会―開会総会

8/4（木）国際会議全体会議（1日目）

8/5（金）国際会議全体会議（2日目）

8/5（金）テーマ別集会、特別集会、碑めぐり、遺跡巡り

8/6（土）原水爆禁止2022年世界大会

―ヒロシマデー集会

8/9（火）原水爆禁止2022年世界大会

―ナガサキデー集会

zoomによるライブ配信も行っています。大和民商では7日日曜日の17時からオ

ンラインで参加します。是非ご参加ください！
新三役の3人(今井副会長欠席)

中
小
業
者
の

営
業
と
暮
ら
し
を
守
れ
！
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国
保
減
免
・
予
定
納
税
減
額
申
請
書
き
込
み
会

記帳学習会
のお知らせ

8月12日（金）

13時～15時

8月19日（金）
19時～21時

（大和民商事務所）

無
料
法
律
相
談

大
和
民
商
で
は
毎
月
一
回
、

弁
護
士
に
よ
る
無
料
の
法
律
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
大
和
民
商

ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。8

月
22
日
（
月
）
19
時
か
ら

（
大
和
民
商
事
務
所
）

夏
休
み
のお

知
ら
せ

大
和
民
商
事
務
局
は
8

月
13
日
（
土
）
～
15
日

（
月
）
ま
で
夏
休
み
の

た
め
お
休
み
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
ご

迷
惑
、
ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
何
卒

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

夏
休
み
期
間

8
月
13
日
～
15
日

民商からのお知らせ

7
月
5
日
（
火
）
と
12
日
（
火
）
の
二
回
に
渡
り

民
商
事
務
所
に
於
い
て
、
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）

減
免
・
予
定
納
税
の
減
額
申
請
書
、
書
き
込
み
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
主
に
飲
食
業
の
会
員

が
参
加
し
ま
し
た
。
飲
食
業
者
は
昨
年
度
給
付
さ

れ
た
、
時
短
・
休
業
協
力
金
が
収
入
に
加
算
さ
れ

た
た
め
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
額
の
国
保
料

（
税
）
や
予
定
納
税
、
個
人
事
業
税
の
通
知
書
が

届
き
、
戸
惑
っ
た
会
員
か
ら
民
商
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

民
商
は
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
こ
の
協
力
金
は
休

業
や
営
業
を
限
定
さ
せ
る
こ
と
に
対
す
る
お
見
舞

金
的
意
味
合
い
が
強
い
の
で
税
金
を
計
算
す
る
際

に
は
こ
れ
を
含
め
る
な
と
い
う
運
動
を
厚
生
労
働

省
に
対
し
て
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
国
は
飲
食
店

に
対
し
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
措
置
を
理

由
に
ア
ル
コ
ー
ル
の
提
供
は
禁
止
、
カ
ラ
オ
ケ
は

認
め
な
い
な
ど
根
拠
が
あ
い
ま
い
な
コ
ロ
ナ
対
策

で
強
制
的
に
店
を
閉
め
さ
せ
ら
れ
1
年
間
に
渡
っ
て

翻
弄
さ
れ
続
け
ま
し
た
。
中
に
は
好
き
な
商
売
が
こ

の
先
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
か
ら
体

調
を
崩
す
会
員
も
一
人
や
二
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

更
に
こ
こ
に
き
て
の
こ
の
高
額
な
納
税
の
通
知
書
に

ど
の
会
員
も
怒
り
心
頭
で
す
。

こ
の
書
き
込
み
会
で
飲
食
業
の
会
員
に
お
話
を
伺

う
と
「
今
年
の
3
月
に
ま
ん
延
防
止
が
解
除
さ
れ
て

も
客
足
は
途
絶
え
た
ま
ま
、
国
も
マ
ス
コ
ミ
も
こ
ぞ
っ

て
飲
食
店
が
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
原
因
み
た
い
に
報

道
し
た
か
ら
お
客
さ
ん
は
全
然
戻
ら
な
い
、
し
か
も

こ
こ
に
来
て
ま
た
感
染
者
が
増
え
続
け
て
い
る
。
そ

こ
に
こ
の
高
額
の
税
金
の
支
払
い
、
も
う
ど
う
し
た

ら
良
い
か
不
安
ば
か
り
で
す
」
と
話
す
会
員
も
国
民

健
康
保
険
の
減
免
は
市
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

そ
の
対
象
は
昨
年
度
と
比
べ
て
今
年
の
収
入
が
3
割

以
上
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
活
用
で
き
る

も
の
で
す
。
こ
こ
大
和
市
に
関
し
て
は
昨
年
の
協
力

金
は
除
い
て
計
算
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

税
金
！
税
金
！
も
う
限
界
！

こ
う
な
る
と
去
年
一
年
間
店
を
開
け
る
こ
と
が
規

制
さ
れ
た
飲
食
店
は
実
際
の
営
業
収
入
が
無
い
の
で

3
割
以
上
減
収
見
込
み
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
に

は
飲
食
店
の
皆
さ
ん
大
き
な
憤
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
な
ぜ
税
金
を
計
算
す
る
際
に
は
協
力
金
を
入
れ
て

計
算
し
て
い
る
の
に
減
免
に
な
る
と
除
外
し
ろ
と
言

い
う
の
か
？
矛
盾
し
て
い
る
。
」
な
ど
声
が
多
数
上

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
大
和
民
商
で

は
8
月
中
に
大
和
市
と
懇
談
を
持
つ
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
飲
食
店
の
皆
さ
ん
も
こ
の
怒
り
の
声
を
市
に

届
け
ま
し
ょ
う
。

予
定
納
税
と
は

所
得
税
の
金
額
が
一
定
額
以
上
に
な
る
見
込
み
の

人
が
行
う
「
税
金
の
前
払
い
」
制
度
で
す
。
前
年
分

の
確
定
申
告
で
申
告
し
た
納
税
額
を
も
と
に
、
本
年

分
の
所
得
に
対
す
る
納
税
額
を
前
払
い
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
予
定
納
税
を
行
う
義
務
が
あ
る

か
否
か
の
判
断
は
、
基
本
的
に
は
前
年
分
の
確
定
申

告
で
申
告
納
税
額
が
15
万
円
を
超
え
て
い
る
か
ど
う

か
に
よ
っ
て
判
断
し
ま
す
。
15
万
円
を
以
上
の
納
税

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
予
定
納
税
が
発
生
し
ま
す
。

実
際
に
納
め
る
予
定
納
税
額
は
、
前
年
分
の
確
定
申

告
で
申
告
し
た
納
税
額
の
3
分
の
2
で
す
。

予
定
納
税
額
の
支
払
い
時
期
は
7
月
と
11
月
の
2

回
で
す
。
予
定
納
税
を
行
う
必
要
の
あ
る
人
は
、
本

年
分
の
所
得
税
を
7
月
と
11
月
に
先
払
い
で
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

予
定
納
税
の
納
付
時
期

第
1
期
：
7
月
1
日
〜
7
月
31
日
の
間

第
2
期
：
11
月
1
日
〜
11
月
30
日
の
間

第
1
期
、
第
2
期
の
予
定
納
税
の
金
額
は
あ
く
ま

で
も
前
年
の
申
告
納
税
額
を
も
と
に
計
算
し
た
概
算

額
で
す
か
ら
、
翌
年
3
月
の
本
年
分
の
確
定
申
告
に

よ
っ
て
正
し
い
金
額
と
の
調
整
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
予
定
納
税
額
が
多
す
ぎ
た
（
今
年
の
所
得
が

昨
年
に
比
べ
て
少
な
い
）
場
合
に
は
確
定
申
告
で
納

付
の
義
務
は
な
く
、
逆
に
お
金
が
返
っ
て
く
る
「
還

付
」
に
な
り
ま
す
。

個
人
事
業
税
を
支
払
う
対
象
者
は
、
個
人
事
業
主
で

あ
り
、
所
得
が
290
万
円
以
上
か
つ
、
個
人
事
業
税
の

該
当
業
種
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
所
得
と
は
売

上
か
ら
経
費
を
引
い
た
金
額
の
こ
と
で
、
こ
の
金
額

が
290
万
円
を
超
え
る
と
個
人
事
業
税
の
納
税
義
務
が

発
生
し
ま
す
。

税
率
は
業
種
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
て
、
飲
食
業
の

場
合
は
5
％
で
す
。

し
た
が
っ
て
事
業
税
の
額
は
、

「
（
所
得−
290
万
円
）×

5
％
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

所
得
が
290
万
円
に
満
た
な
け
れ
ば
課
税
は
さ
れ
ま
せ

ん
。

個
人
事
業
税
に
つ
い
て


